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論

文

内 容

要

 b臼

 ヒト由来のMycoplas皿aのうちはっきりしている病原株は異型肺炎を起すM.pneum-

 niaeのみであるが,その他咽頭に常存するM、sali▽arium,M、orale,M、hominis

 はしばしぱ組織培養を汚染する。之等MyCOplasmaに対し,特に原発性異型肺炎の治療に

 は庭来Te七racyclineが使用されて来たがMyCOPエa8maの各種抗生物質に対する感受

 性を基礎的に検討した仕事は見当らない。我々はMy・COPlasmaの固体培地,液体培地及び組

 織培養内に於ける増殖の特性を把握したのでこの三条件下に各種MyCOplasmaに対する,各

 種抗生物質の有効性を検討した。

方 法

 ①寒天平板拡散法:20%馬血清,10%イーストエキストラクトを含むPPLO寒天培地に

 Mycoplasmaを接種,薬剤をしみこませたバルブ片を置き35℃ア日培養後,コ・二一の発

 育阻止帯で判定。

 ⑪液体培地中での感受性:増殖曲線からその最小増殖阻止濃度を判定。

 ③組織培養感染系での感受性:2%馬血清を含むYLEで培養したL細胞にMyCOPユa8ma

 を接種し,5日後に抗生物質を入れ,Mycoplasmaの増殖曲線で判定。

結果

 〔1〕M.pneu辺Oniaeの抗生物質感受性。

 ①作用機作を異にする多数の抗生物質について検討した結果,殆んどのmaerOエideは有効

 で特にEry'七hrOmycinは0.5γで有効であった。Tetracycline系物質はMacrOliαe

 よりも有効度が落ちるがいづれも有効。S七rep切組ycin等のアミノ糖抗生物質,Chlora-

 mPhenico1はあまり有効でない。核酸合成阻害剤ではNeOCarzinO8七atin,Nucle-

 ocidin・ChrOmomycinA3,Puromyciロ,ActinomyciロD等が有効。

 ②有効物質としてEry七hrOmycin,TetraCyclineをえらび1液体培地,組織培養中
 での効果を検討すると,Ery七hro皿ycinがTetraCyelinoの10分の1の濃度で増殖
 を阻止した。

 〔2〕M.sali▽arium,M.五〇mini8,M.Oraユe,の抗生物質感受性:

 ①拡散法でErythromycin,Te七raCycエine,Kallamycinの5つの抗生物質につ
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 いて,その感受性を検討するとTetracyehne,Kanamy・cinはM.pneumoniaeと同

 じ様に上記5株に有効であったが,ErytHromycinはM・8ali▽ariumにはM.Pneu-

 mOniaeに有効な濃度の10倍で有効であった。又,M.homini8,M,Oraleには50倍

 の濃度でも無効であった。

 ②組織培養でのmyCOPユasmaの除去を目的とした実験ではM.homiΩi8については,

 Kanamycin,Te七raeycユnleで平板拡散法と同じ濃度で除去出来たが,M,8ali▽a-

 riumではKanamycin400rノ勉乏,Tetracycエine25γ/勉Zで無効であった。

結論

 (11M.pnGumoniaeには寒天平板内,液体培地内,組織培養内のどのような条件下でも

 Ery七hromycinがTe七racycエineので0分の1濃度で有効である。

 (21M.san▽arlum,M.Orale,M.hO皿inisにはEry'むhrOmycinは寒天平板内で

 も,組織培養内でも無効である。

 (31Te七racycユine,KanamycinはM.homini8に対し平板内及び組織培養内でも有

 効である。

 (4)M.sa■ivariumは平板内ではKamaycin・Te七racyrcユineに感受性を有するが組

 織培養内では感受性を示さない。
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 審査結果の要旨

荒井澄夫

 ヒト由来のマイコプラズマのうち病原性の確宗しているのはM.pneu皿oniaeのみであるが

 他に口腔に存在するM.hominis,M.8alivariu皿及びM、oraユeは特に組織培養細

 胞に実験汚染を起し,多くの貴重な細胞株を失ったり予期しない細胞の形質転換が趙つたりして,

 之等マイコプラズマを細胞培養から除去する方法の確立が急がれている。そこで著者は之等4種

 類のマイコプラズマに如何なる抗生物質がもっとも有効であるかを1)寒天ゲル内拡散法

 2)液体培養法5)組織培養条件の三三者を用いて検討した。この際後三者のマイコプラズマは

 嫌気的条件でコ・二一がよぐ形成されるので平板培養はすべて嫌気的条件下で行なった。

 亙y'COPla8maに対する抗生物質の有効性は次の様に要約できる。

 1)細菌細胞壁の阻害に働ぐ抗生物質(例えばペニ7リン)はMycoplasma冗効かない。

 2)テトラサイクリンとマク・ライドが一般にもっとも有効であるが後者の最少阻止濃度の方

 が低い。

 3)抗腫瘍物質のあるものは高い抗}lycoplaεma活1生を示す。

 4)最近日本で分離された曽1.pneumoniaeも195G年代の分離株もほぼ同じ薬剤スペ

 クトルを示し,またこのM.pneulnQni巳eで得られたスベクトノしは大よそ他の5種類のOrO-

 PharyngealMyCOPlo3maにも通用する。

 次にL細胞にこれ筆のL短copla8maを人工的に感染させ抗生物質による除去(elimi-

 na七ion)をはかったところ七e七racyclineよりはmacroユiαeがすぐれ、M.pne-

 u皿oni乱eの除去にはery'七hrOmycin,他の5株の除去にはleucomycinがすぐれて

 いた。いづれにしてもこの人工的た感染条件に関づ『る限り従来いわれたteもracyclineより

 も,kanamycinよシも,leUcomycinのナぐれている事が明らかである。以上本論文は

 発育のかなり難しい各種の入由来のMycopl乱s皿aを各種の条件で培養し多ぐの抗生物質の効

 果を検討した点,また具体的に試験管内の培養細胞のMyCOpユa6maの汚染に対し除去法を啓

 示した、点,博士言命文匠値するものと認める。
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